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新幹線でつながる街創り

いいやま駅 キッズワーキング 
　平成 27年春に開業をむかえる新幹線飯山駅。でも、新幹線ってどんな乗り物なんだろう？
ＪＲ東日本が答えてくれます。親子での参加もお待ちしております！（全３回予定）

第２回：飯山から東京までの時間の変化
　第２回目は、建設中の飯山駅舎まで行ってみて説明を聞いたり、新幹線が飯山に
来たら、東京までどれくらいで行けるようになるんだろう？どう便利になるんだろ
う？をみんなで考えます。（小雨決行、雨天の場合は内容の変更あり。）
◆日　　時 ：７月７日（土）午後１時 30分～ 4時 00分
◆場　　所  ：飯山市公民館２階講堂、新幹線飯山駅周辺
◆定　　員：４0名（定員になり次第締め切ります。）
◆対 象 者 :    市内小学生（親子でも大歓迎です。）
◆申込締切：６月２９日（金）
◆申 込 先 ：総合学習センター（飯山市公民館）☎ 62-3342
　（申し込まれた方へは、後日詳しい案内をお送りします。）
◆そ の 他 : 小雨の時は雨具をご持参ください。
※３回目は８月11日（土）の開催を予定しています。内容につきましては次号でお知らせします。

平成 27年春、北陸新幹線飯山駅が開業します。
現在飯山市内では飯山市の発信活動をしている団体がたくさんあります。
その活動の一部を紹介します。これからも皆様の活動情報を飯山市公民館までお知らせください。

新幹線開業に向けて　　　　　　　　　
活躍する市内の団体を紹介

　

飯
山
倶
楽
部
（
池
川　

汪
会
長
）

5
月
3
・
4
の
2
日
間
、
道
の
駅
「
花

の
駅
・
千
曲
川
」
に
、
飯
山
菜
の
花
は

じ
め
、
春
の
花
の
群
生
地
（
五
束
の
カ

タ
ク
リ
、
西
大
滝
の
桜
、
野
沢
・
坪
山

の
イ
チ
ゲ
、
木
島
平
・
原
大
沢
の
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
な
ど
）
を
紹
介
。
問
合
せ
の

来
客
多
数
有
り
。

○
花
の
案
内
処
を
開
設

　

創
見
塾
（
小
出
和
博
代
表
）
で
は
、

新
幹
線
開
業
へ
向
け
て
、「
お
客
さ
を

お
招
き
す
る
の
も
大
切
だ
が
、
市
民
が

住
み
易
い
ま
ち
づ
く
り
も
大
切
」
と
言

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
る
。

○
「
市
民
が
住
み
易
い
ま
ち
」
づ
く
り

　
「
北
信
濃
の
里
山
を
保
全
活
用
す
る

会
」（
井
田
秀
行
会
長
）
が
、
6
月
の

毎
日
曜
日
に
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
・
自
然

観
察
会
を
実
施
。

○
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
や　
　
　
　

　
ギ
フ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
保
護
活
動

○
松
本
市
・
井
上
百
貨
店
で　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
品
展
示

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
み
ゆ
き
野
（
堀
川
と

し
枝
代
表
）
が
5
月
23
日
〜
29
日
、
井

上
百
貨
店
で
開
か
れ
た
「
徳
嵩
よ
し
江・

キ
ル
ト
フ
ェ
ス
タ
」
に
友
情
展
示
。

○
信
州
い
い
や
ま
観
光
局
が　
　
　

　
カ
ー
ド
「
観
光
案
内
必
携
」
を
発
刊

　
ふ
る
さ
と
館
友
の
会
寺
町
部
会（
渡

辺
博
会
長
）
が
編
集
し
た
ガ
イ
ド
集

を
カ
ー
ド
に
作
成
し
て
、
飯
山
を
ご

案
内
。

　

花
結
び
実
行
委
員
会
（
水
野
庸
子

実
行
委
員
会
代
表
）
が
、　

7
月
14
・

15
日
、
戸
狩・星
降
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は

☆
信
濃
の
国
お
ど
り　
ア
ク
ア

☆
あ
じ
さ
い
祭
（
高
源
院
）

☆
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室

☆
寄
植
え
の
作
品
展

☆
コ
ン
サ
ー
ト

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど

 

詳
し
い
お
問
い
合
せ
は
花
結
び
実
行

委
員
会
事
務
局
代
表　

水
野
庸
子
☎

０
９
０
（
５
１
９
４
）
６
６
５
２
ま
で
。

　

ま
た
、
工あ
と
り
え房

・
創そ
う
む
か

夢
可
（
石
塚　

薫
代
表
）
が
、
飯
山
の
植
物
素
材
を

用
い
た
ク
ラ
フ
ト
の
体
験
、
展
示
、

販
売
な
ど
実
施
予
定
。

○
戸
狩
・
星
降
る
村
の
花
祭
り　
　

　
　
　
「
花
結
び
２
０
１
２
」　　
　

　
　
　
　
開
催
、
飯
山
を
発
信
！　

☆コース(Section-6)
伏野峠～須川峠～野々海峠～深
坂峠～天水山～松之山口
歩行距離 約14.6ｋｍ

☆申込み　　　　　　　　　　　　　
６月２５日（月）～７月１7日（火）

日時　7月 29日（日） 小雨決行

☆日　程　
午前７時３０分飯山市公民館集合
～８時太田公民館～８時３０分伏
野峠出発～天水山到着～飯山市
公民館（午後５時頃解散予定）

☆安全対策
救急対応をしますが、イベント中に
発生した事故については、応急処
置のみとし、以降の責任は負いかね
ます。ただし、公民館保険は全員が
対象（ケガのみ）となります。

☆参加資格　
小学４年生以上の飯山市民または市
内に勤務している方で完歩できる人
（小学生は保護者同伴）

☆移動方法
飯山市公民館からバス等で出発
地周辺へ。

☆その他
完歩者には、「信越トレイル（伏野峠～
天水山）完歩証明書」を発行します。

☆定　員30名［市公民館での受付定員です。］
飯山市公民館☎ 65-4579
（太田地区の方は太田公民館☎
65-4579・岡山地区の方は岡山公
民館☎ 69-2010で受付をお願いし
ます。）

続・信越トレイルを歩こう

☆参加費　〔当日受付にて承ります〕
 １，５００円（ガイド料等含）

（注）申込者が定員に達し次第締め切ります。

【日　　時  】　7月 22日（日）集合午前 8時 30分
　　　　　　午後２時頃終了予定　　　　　　　　　　　
【集合場所  】　飯山市公民館（市のマイクロバスで送迎します。）
【募集定員  】　30名（飯山市公民館での受付です。柳原地区
の方は柳原公民館☎ 62-5562 までお願いします。）　　　
【申込締切 】　６月 29日（金）
【行　　程】　富倉峠をめざし約１時間半程古道を歩きます。
【持 ち 物】     とん汁用お椀、箸、昼食、飲物、タオル、雨具
（カッパ）、熊よけ鈴 ( あれば )、登山に適した服装・靴でご
参加ください。
【参 加 料】　   無　料
【そ の 他】  参加者は当日午前 8時 30分までに飯山市公民
館入口にお集まりください。
※小学生以下の場合は出来るだけ保護者同伴でお願いします。
【申 込 先】飯山市公民館☎ 62-3342

柳原の文化財「富倉峠道」の保存と歴史文化を次世代に・・

富倉峠まつり
むか～し、むかし、飯山と越後をむすんだ塩の道 『富倉峠道』。
大人も子どもも、いっしょに学習しながら登山！峠にまつわ
るむかし話を聞きながら、おいしい「とん汁」をいただき
ましょう。お友達、ご近所おさそいのうえ、ご参加ください。

飯山市公民館＆柳原公民館共催事業

参加者募集！！参加者募集

　
　
　
　
　

参加者募集

寛永16年（1639）、遠
えんしゅうかけがわ

州掛川
か ら 飯 山 城 に 入 封 し た
松
まつだいらとおとうみのかみただとも

平遠江守忠倶は、飯山地方
の産業開発と文化の向上に尽
くした城主です。忠倶は特に千
曲川の治水や新田開発に尽力
しました。のちに「用水の神様」
とよばれた野

の だ き ざ え も ん

田喜左衛門に命じ
て領内各地に灌

かんが い よ う す い せ き

漑用水堰を開
き、領内の用水を潤しました。
また、忠倶は学問にも熱心で仏
法を崇敬し、禅の修業にも励ん
だといわれています。松平氏が
飯山を治めていた68年間は百
姓一揆などの大きな紛争の形
跡もなく、安定した民政であっ
たため、農民たちからは「遠

とおとうみ

江
様」と呼ばれて慕われました。

治水に尽くした松
まつだいらただとも
平忠倶



マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「専門部員になって」　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　
柳原公民館専門部員

　　　　　　　　　斉藤　博樹
　まだ専門部員になって２ヶ
月が過ぎた所で、何をやった
らいいかよく分からない事ば
かりですが、専門部員になる前
までは地元の地区公民館の役を４
年間やっていたので、そこでやってきた事を生か
して、今後の専門部員活動に役立てていきたいと
思います。また、これから各行事が始まってきま
すので、先輩方に段取りや各行事等のやり方を教
わりながら、やっていきたいと思います。
　最後に今年から２年間専門部員をやらせてもら
うので、今までやっている行事の他に何か企画で
きたらいいなと思いますし、先輩方と協力しあっ
て公民館活動を盛り上げ、自分としても一生懸命
頑張って専門部員をやっていきたいと思います。
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人 権
学習シリーズ

公
正
な
採
用
選
考
の
た
め
に　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山
（
飯
山
公
共
職
業
安
定
所
）　
所
長　
栁
澤　
幸

　
５
月
20
日
㈰
、
み
ず
ほ
の
郷
再

発
見
塾
と
し
て「
万
仏
山
を
歩
く
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
の
中
、
60
名
を
超

え
る
大
勢
の
方
々
に
参
加
い
た
だ

き
、
大
月
清
さ
ん
の
道
案
内
の
も

と
、
講
師
の
岡
本
忠
夫
さ
ん
（
瑞

穂
中
組
）に
万
仏
山
の
い
わ
れ
や
、

三
十
三
観
音
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
き
な
が
ら
、
万
仏
山
の
お
堂
ま

で
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
以
前
か
ら

万
仏
山
に
登
っ
て
み
た
か
っ
た
が
、

な
か
な
か
機
会
が
無
か
っ
た
。
今

回
や
っ
と
登
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
講
師
の
岡
本
さ
ん
か
ら
詳
し

い
お
話
を
聞
け
て
大
変
よ
か
っ
た
。

非
常
に
す
ば
ら
し
い
場
所
で
あ
っ

た
。
ま
た
こ
ん
な
機
会
が
あ
れ
ば

是
非
参
加
し
た
い
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「万仏山を歩く」 （開催報告）
飯山市公民館＆瑞穂公民館共催事業

みずほの郷再発見塾

　
「
職
業
に
就
く
」
と
い
う
の
は
、
一

人
の
人
間
に
と
っ
て
生
活
の
安
定
や

社
会
参
加
を
通
じ
て
の
生
き
が
い
な

ど
、
人
生
を
送
る
上
で
極
め
て
大
き

な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。「
職
業
選

択
の
自
由
」、「
就
職
の
機
会
均
等
」

と
は
、
誰
も
が
自
分
の
能
力
や
適
性

に
応
じ
て
自
由
に
職
業
を
選
べ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、

雇
用
す
る
企
業
に
お
い
て
「
公
正
な

採
用
選
考
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
採
用
後
の
人
事
管
理
に
つ
い
て

も
基
本
的
人
権
に
十
分
配
意
し
た

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、

実
質
的
に
職
業
選
択
の
自
由
が
保

障
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、「
公
正
な

採
用
選
考
」
を
実
施
す
る
た
め
、
雇

用
主
の
皆
様
方
に
、
同
和
関
係
者
、

障
害
者
、
高
齢
者
、
女
性
、
外
国

籍
の
人
な
ど
の
立
場
を
十
分
理
解

し
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重

し
た
公
正
な
採
用
選
考
体
勢
の
確
立

や
、共
通
認
識
と
し
て
、以
下
の
「
採

用
選
考
時
に
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を

周
知
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

○
採
用
選
考
時
に
配
慮
す
べ
き
事
項

〜
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

あ
る
14
事
項
〜　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
①
〜
⑪
の
事
項
に
つ
い
て
、

応
募
用
紙
（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

含
む
）
に
記
載
さ
せ
る
・
面
接
時
に

お
い
て
尋
ね
る
・
作
文
を
課
す
な
ど

に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
や
、
⑫
〜

⑭
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
就
職
差
別

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
本
人
に
責
任
の
な
い
事
項
の
把
握

①
本
籍
・
出
生
地
に
関
す
る
こ
と

②
家
族
に
関
す
る
こ
と
（
職
業
・
続

柄
・
健
康
・
地
位
・
学
歴
・
収
入
・

資
産
な
ど
）

③
住
宅
状
況
に
関
す
る
こ
と
（
間
取

り
・
部
屋
数
・
住
宅
の
種
類
・
近
隣

の
施
設
な
ど
）

④
生
活
環
境
・
家
庭
環
境
な
ど
に

関
す
る
こ
と

○
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
事
項　

（
思
想
信
条
に
か
か
わ
る
こ
と
）
の
把
握

⑤
宗
教
に
関
す
る
こ
と       

⑥
支
持
政
党
に
関
す
る
こ
と

⑦
人
生
観
・
生
活
信
条
な
ど
に
関

す
る
こ
と

⑧
尊
敬
す
る
人
物
に
関
す
る
こ
と

⑨
思
想
に
関
す
る
こ
と

⑩
労
働
組
合
・
学
生
運
動
な
ど
社

会
運
動
に
関
す
る
こ
と

⑪
購
読
新
聞
・
雑
誌
・
愛
読
書
な

ど
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　

○
採
用
選
考
の
方
法　
　
　
　
　

⑫
身
元
調
査
な
ど
の
実
施

⑬
全
国
高
等
学
校
統
一
応
募
用
紙
・

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
履
歴
書
（
様
式
例
）

に
基
づ
か
な
い
事
項
を
含
ん
だ
応
募

書
類
（
社
用
紙
）
の
使
用

⑭
合
理
的
・
客
観
的
に
必
要
性
が

認
め
ら
れ
な
い
採
用
選
考
時
の
健
康

診
断
の
実
施

（
注
1
）
戸
籍
謄
（
抄
）
本
や
本
籍

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
（
写
し
）
を

提
出
さ
せ
る
こ
と
は
、
①
の
事
項
の

把
握
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
注
2
）
現
住
所
の
略
図
等
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
は
、
③
④
な
ど
の
事
項

を
把
握
し
た
り
、
⑫
の
身
元
調
査
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
注
3
）
⑭
は
、
通
常
、
採
用
選
考

時
に
お
い
て
合
理
的
・
客
観
的
に
必

要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
健
康
診
断
書

を
提
出
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
、

採
用
選
考
時
に
家
族
や
住
宅
環
境

に
つ
い
て
質
問
し
た
り
、
合
理
的
・

客
観
的
に
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い

健
康
診
断
を
実
施
し
た
り
す
る
な

ど
の
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

の
あ
る
事
象
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
面
接
の
な
か
で
、
就
職
差
別
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
を
う
っ

か
り
尋
ね
た
こ
と
の
中
に
も
、
応
募

者
を
傷
つ
け
応
募
者
の
人
権
を
侵
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
面
接
に
お
け
る
質
問
事
項

は
そ
の
目
的
や
基
準
に
照
ら
し
て
、

面
接
者
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　

　

も
し
皆
様
が
企
業
等
の
採
用
担

当
者
に
な
っ
た
場
合
は
、「
採
用
選

考
時
に
配
慮
す
べ
き
事
項
」
を
思
い

出
し
て
頂
く
と
と
も
に
、
面
談
者
等

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
「
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
」
で
の
選
考
を

お
願
い
し
ま
す
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「専門部員をやってみて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
常盤公民館専門部員　高橋 麻由美　

　私は今年で常盤公民館の専門部員二年目にな
ります。最初専門部員のお話をいただいた時は、
正直嫌でした。大変そうだし、二年は長いなぁ
…と思いました。ただ、新しいことをやるのはい
い経験になるかな？と思い引き受けてみました。長
いと思っていた専門部員活動も半分以上過ぎました。行事が多く大
変なことも多いけど、地域のみなさんが楽しそうに行事に参加され
てるのを見ると、やっててよかったと思います。　　　　　　　
　私も実際に門松作りや筆遊びの講座に参加させてもらったり、か
かし作りもしました。こういう機会がないと、普段『物を作る』と
いうことがなかったので、とても楽しかったです。貴重な経験です。
また、行事を通じてたくさんの地域の方と接することができました。
　常盤は温かい人ばかりです。専門部員も、館長をはじめ、公民館
の方々、おもしろく良い人達ばかりで、一緒に活動できて楽しかっ
たです。今年も良いメンバーに恵まれたので、たくさんの出会いを
大切にしながら、残りの専門部員活動頑張りたいです！

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

「私の思う公民館活動について」　　
　瑞穂公民館専門部員　出沢 嘉崇　　　　
　公民館の役は地元で２回、

今の専門部員は２年目になります。や
るたびに、なかなか大変ではあります
が、この公民館活動は地域の皆さんの
コミュニケーションの場を準備し、自
分自身にもためになることが多く、や
りがいのある仕事に思います。私が最
初に地元柏尾の公民館役員をしたのは
二十代前半でしたが、当時は、村に住んでいても同世代の
方しか知らず、知らない方が多くいましたので、いろんな
世代の方と知り合えるというのは新鮮でした。「お前は誰の
せがれか？」に始まり、だんだんと大人の方を覚えてくる
と、次はこの子は誰のお子さんかという風に、地域の皆さ
んの家族構成もわかってきましたし、私自身も顔を覚えて
もらいました。最近は隣人でもお付き合いがないとか、個
人情報の問題等々のお話をよく聞きます。こういうあけっ
ぴろげたお付き合いの場というのは、貴重であると思いま
す。一軒の御一家３世代とお付き合し、一緒に行事をこな
していくと、集落に対する地元愛が生まれてきました。そ
れは年を重ね、いろんな皆さんとお会いするごとに強くな
っています。当然地域にいるという事は、いろいろな責任
がついて回り、仕事をしながらそれをこなすのは、重荷に
なる事が多いというのも事実であります。それを踏まえて
皆さんが、がんばっていられるのも地域の結び付きがある
からだと思います。大人になり専門部員や消防団の役で瑞
穂の各集落でお世話になりますが、どこへ行っても地元愛
は感じます。自分の生きる地域に愛着があり、ほこりを持
っておられます。公民館活動はこういったところをサポー
トしたり、地域の文化自然を学習するためのお手伝いをす
る事が仕事かと思います。ただ最近社会の変化で、地域の
コミュニティを維持するのが大変になっています。いかに
負担を少なくするかが今後の課題になっていくだろうと思
います。いずれにしても役が終わった後も、公民館活動に
は末永く参加していきたいと思います。

　かつて飯山の農村のあちこちで見られた野良着姿、また婚
礼や出産のときのハレの衣装から、消防で使われた火消し半
纏にいたるまで、なつかしい“エショ”（衣装）の数々を展
示します。昔に思いをはせてみませんか。                       

【期間】平成２４年６月２６日（火）～８月２６日（日）
【場所】飯山市ふるさと館　企画展示室　　　　　　
【内容】＊野良着、腹掛け、はばきなどの畑仕事や山
　　　　 仕事着の展示　　　　　　　　　　　　　
　　  　 ＊婚礼や出産、七五三の祝い着や、消防火消
　　　　 しの着衣や道具などの展示 
           ＊実際に「触って、着てみる」コーナーも !!

ふるさと館企画展のご案内

『なつかし飯山　　　　　　　　　　　
　　　　きもの  はきもの  かぶりもの』

▲野良仕事着▲子ども用着物（昭和）

【開館時間】午前９時～午後６時（入館は 5時 30分まで）
【休 館 日】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）　　　　
【入 館 料】大人 200 円　小中学生 100 円　　　　　
　　　　 ※市内の小中学生は無料

ご本尊のほこらの前で



時
開
演

　
場
所　

常
盤
公
民
館

大
正
琴
、
合
唱
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

三
味
線
な
ど
、
常
盤
地
区
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
人
権
学
習
講
座（
社

会
福
祉
協
議
会
・
公
民
館
共
催
）

　

日
時　

７
月
27
日
㈮
午
後
７

時
〜
９
時
頃

　
場
所　

常
盤
公
民
館

・
講
師
に
漫
画
家
の
段　

丹
映
子

さ
ん
を
招
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

つ
い
て
４
コ
マ
漫
画
を
使
っ
て
わ

か
り
や
す
く
学
ぶ
も
の
で
す
。「
男

の
子
だ
か
ら
」「
女
の
子
だ
か
ら
」

こ
う
し
な
さ
い
。「
男
の
く
せ
に
」

「
女
の
く
せ
に
」
と
言
わ
れ
て
悔

し
か
っ
た
り
、
悲
し
い
思
い
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

◇
部
分
日
食
観
察
会

　

５
月
21
日
㈪
飯
山
市
公
民
館

の
天
体
望
遠
鏡
や
観
察
グ
ラ
ス
を

使
い
、
太
陽
が
隠
れ
る
様
子
が
、

観
察
で
き
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
６
時
過
ぎ
、
太

陽
の
上
部
か
ら
欠
け
始
め
７
時
30

分
過
ぎ
最
大
に
な
ま
し
た
。
通
学

や
、
通
勤
途
中
の
方
な
ど
大
勢
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
５
月
23
日
㈬
か
ら
太
田
地
区
で

駅
伝
の
監
督
を
お
願
い
し
て
い
る

吉
沢
惠
一
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
小
学
生
や
お
母
さ
ん
た
ち

が
参
加
し
、楽
し
く
出
来
ま
し
た
。

◇
山
の
学
習
会

　
６
月
３
日
㈰
と
ん
平
ス
キ
ー
場

周
辺
で
山
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
残
雪
が
多
く
、

竹
の
子
が
ま
だ
早
い
よ
う
で
し
た

が
、
い
ろ
い
ろ
な
山
菜
が
収
穫
で

き
ま
し
た
。
お
昼
に
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、
お
に
ぎ
り
と
竹
の
子

汁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
部
分
日
食
に
歓
声
！

　

岡
山
公
民
館
で
は
、
５
月
21
日

に
岡
山
小
学
校
で
部
分
日
食
観

察
会
を
地
区
内
在
住
の
萩
原
勉

さ
ん
を
講
師
に
行
い
ま
し
た
。 

岡

山
小
学
校
の
全
児
童
を
含
む
60

人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
天
体

望
遠
鏡
や
観
察
用
グ
ラ
ス
を
使
っ

て
、
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

◇
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
日
時
：
６
月
24
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜 

　

会
場
：
な
か
よ
し
公
園 

・
申
込
み
は
、
各
集
落
館
長
ま
で  

◇
お
か
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

今
月
の
展
示
は
か
た
く
り
の
会

の
み
な
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

社
、
都
会
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

有
志
の
方
な
ど
の
応
援
を
頂
き
な

が
ら
、
富
倉
地
区
住
民
総
出
の
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。

◇
富
倉
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

・
６
月
24
日
㈰
午
後
1
時
か
ら　

◇
普
通
救
命
講
習
会

　
５
月
13
日
㈰
常
盤
公
民
館
で
、

岳
北
消
防
本
部
職
員
を
講
師
に
、

普
通
救
命
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
応
急
手
当
、
心
肺
蘇
生
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
方
法
、
異
物
混
入
等

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
例
年
行

っ
て
い
る
行
事
で
す
が
、年
々
「
い

ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
」
と
関
心

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
再
受
講
さ

れ
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
は
24
人
余
り
の
参
加
者

が
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え
た
３

時
間
の
講
習
を
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。

◇
第
32
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

日
時　

７
月
８
日
㈰
午
後
２

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
長
野
県
環
境
保
全

研
究
所
お
よ
び
信
州
大
学
と
の
共

催
で
、
遠
く
は
松
本
市
か
ら
の
方

も
加
え
た
約
40
人
の
参
加
者
を
迎

え
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
外
様
地
区
で
は
、
６
月

23
日
㈯
に
も
市
公
民
館
と
の
共
催

で
黒
岩
山
の
観
察
会
「
か
え
る
の

学
校
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇
富
倉
山
菜
ま
つ
り

　

富
倉
地
区
恒
例
の
春
の
イ
ベ
ン

ト
「
山
菜
ま
つ
り
」
が
５
月
13
日

㈰
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
雪
に
よ
り
雪
消
え
が

遅
か
っ
た
た
め
、
山
菜
の
出
具
合

が
心
配
で
し
た
が
、
そ
こ
は
さ
す

が
に
山
菜
の
宝
庫
富
倉
で
、
当
日

は
沢
山
の
山
菜
が
並
ん
で
売
り
切

れ
続
出
、
途
中
で
山
へ
取
り
に
行

っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

住
民
の
高
齢
化
で
運
営
に
苦
労

し
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
建
設
会

と
、
大
変
好
評
で
し
た
。

◇
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会　

開
催

　

日
時　

６
月
24
日
㈰
開
会
式

８
時
30
分
、
競
技
開
始
９
時

　

場
所　

長
峰
運
動
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

勘
介
山
古
墳
学
習
会

　

５
月
６
日
㈰
に
開
催
し
ま
し

た
。
途
中
雷
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
カ
タ
ク
リ
の
群
生
や
多
く

の
山
野
草
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
史
跡
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
勘
介

山
古
墳
（
飯
山
地
域
で
初
め
て
発

見
さ
れ
た
前
方
後
方
墳
）
の
学
習

会
も
行
い
、
地
元
の
自
然
と
宝
物

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
運
動
会

◇
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　

５
月
13
日
㈰
飯
山
公
民
館
恒

例
の
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開

催
、
快
晴
に
恵
ま
れ
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
ふ
る
さ
と
館
友
の
会
寺
町

部
会
の
山
口
ち
か
講
師
に
真
宗

寺
・
西
来
寺
・
蓮
證
寺
・
大
輪
院

を
案
内
し
て
頂
き
、
展
示
試
作
館

で
お
茶
と
飯
山
の
銘
菓
で
一
息
を

つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
橋
ま

ゆ
み
人
形
館
を
見
学
し
、常
福
寺・

西
念
寺
・
本
光
寺
を
学
習
し
約
３

時
間
の
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
新
緑
の
寺
町
を
満
喫
で
き
た

　

７
月
１
日
㈰
秋
津
小
学
校
を

会
場
に
開
催
予
定
で
す
。

◇
第
16
回
千
曲
川
・
川
遊
び

  

７
月
29
日
㈰
開
催
予
定
で
す
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◇
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

５
月
27
日
㈰
天
気
に
も
恵
ま
れ
盛

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
選
手
・

役
員
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
飯
山
市
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

優　

勝　

笹
川
チ
ー
ム

準
優
勝　

藤
ノ
木
チ
ー
ム　

３　

位　
山
口
チ
ー
ム

○
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
（
長
峰
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
・
１
〜
18
ホ

ー
ル
）

団
体
の
部

優　

勝　

藤
ノ
木
チ
ー
ム　

準
優
勝　
上
新
田
チ
ー
ム　

３　

位　

南
条
チ
ー
ム

個
人
の
部

・
個
人
男
子

優　

勝　

木
幡  

富
夫（
南　

条
）

準
優
勝　

清
水  

幸
太（
藤
ノ
木
）

３　

位　

中
島  

幸
一（
上
新
田
）

・
個
人
女
子

優　

勝　

宮
本
と
よ
え（
四
ツ
屋
）

準
優
勝   

山
田　

洋
子（
藤
ノ
木
）

３　

位　
山
田　
い
ね（
藤
ノ
木
）

◇
地
区
球
技
大
会
開
催

　

７
月
１
日
㈰
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

◇
創
作
体
験
学
習
会

　

５
月
13
日
㈰
木
島
公
民
館
に

お
い
て
中
野
市
日
本
土
人
形
資
料

館
職
員
の
指
導
に
よ
る
土
人
形
絵

付
け
体
験
と
竹
を
材
料
に
水
鉄

砲
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
水
鉄
砲

で
は
皆
夢
中
に
な
り
、
び
っ
し
ょ

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
も
。
最

後
は
焼
き
そ
ば
を
食
べ
て
、
楽
し

い
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
　

日
時　

７
月
１
日
㈰
午
後
１

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所　

千
曲
川
河
川
敷
木
島
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◇
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
・
カ
タ
ク
リ
の
花
観
察
会

　

５
月
26
日
㈯
黒
岩
山
の
自
然

に
触
れ
る
観
察
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

前
日
に
は
雨
が
降
り
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
よ
く

晴
れ
て
暖
か
く
な
り
、
多
く
の
チ

ョ
ウ
の
飛
び
交
う
姿
や
食
草
に
産

み
付
け
ら
れ
た
卵
な
ど
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

観
察
地
点
に
は
ま
だ
雪
が
残
っ
て

い
て
、
そ
の
雪
を
割
り
力
強
く
芽

吹
く
カ
タ
ク
リ
の
様
子
も
見
ら
れ
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飯

山

秋

津

外

様

常

盤

富

倉

太

田

柳

原

岡

山

木

島

・
訂
正
と
お
詫
び

先
月
号
の
人
権
シ
リ
ー
ズ
で
「
神
山

秀
明
」、「
１
９
８
４
年
」
と
あ
り
ま

す
が
、「
神
山
秀
昭
」、「
１
９
４
８
年
」

の
間
違
い
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

応援に駆けつけたボランティアの皆さん

いざという時のために！！

優勝おめでとうございます！

勘介山古墳にて

講師の話に耳を傾けて・・・

卵を見つけたよ

あっ、見えた！！

ちゃんと欠けて見えるかな？

勢いよく飛び出す水鉄砲！



開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

７/１ 日 10:30～おはなしひろば
２ 月 月曜休館
３ 火
４ 水 移動図書館車①コース
５ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
６ 金 移動図書館車②コース
７ 土
８ 日 10:00～ブックスタート
９ 月 月曜休館
10 火
11 水 移動図書館車③コース
12 木 10:30～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④コース
14 土
15 日 10:30～おはなしひろば
16 月 月曜休館
17 火 振替休館（海の日）
18 水 移動図書館車①コース
19 木 10:30～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②コース
21 土
22 日 10:30～おはなしひろば
23 月 月曜休館
24 火
25 水 移動図書館車③コース
26 木 10:30～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④コース
28 土
29 日 10:30～おはなしひろば
30 月 月曜休館
31 火

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本
「
新
版 

版
画
」

     

編
者:

武
蔵
野
美
術
大
学
油
絵
学
科
版
画
研
究
室
＋

             

武
蔵
野
美
術
大
学
通
信
教
育
課
程
研
究
室

                          (

発
行:

武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局
）

　木版画だけでなく、
銅版、石版、スクリー
ンプリントなどいろい
ろな技法を制作工程に
そって、豊富な図版と
共に丁寧に解説してあ
ります。
　さまざまな工夫やア
イデアが盛り込まれた
版画技法もたっぷり。
レベルアップに是非い
かがですか。

新 着 図 書 案 内

大
活
字

な
ぜ
３
人
い
る
と
噂
が
広
ま
る
の
か

３
・
11
か
ら
考
え
る
「
家
族
」

子
ど
も
を
大
学
に
行
か
せ
る
お
金
の
話

よ
く
わ
か
る
最
新
「
病
」
の
予
防
と
治
療

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
体
操

か
ら
だ
で
よ
ろ
こ
ぶ
エ
ノ
キ
氷
健
康
レ
シ
ピ

僕
の
お
父
さ
ん
は
東
電
の
社
員
で
す

旨
塩
麹
の
も
っ
と
お
い
し
い
レ
シ
ピ

お
こ
な
ご
は
ん
と
一
緒
に
作
る
あ
か
ち
ゃ
ん
ご
は
ん

雑
草
を
生
か
す
手
間
な
し
ぐ
う
た
ら
農
法

い
ま
す
ぐ
使
え
る
家
庭
菜
園
・
農
園
道
具
の
便
利
帳

Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
ど
も
の
う
た
楽
譜
集

本
棚
の
本

こ
の
絵
、
ど
こ
が
す
ご
い
の
？

い
ま
さ
ら
人
に
聞
け
な
い

　
　

Android

の
疑
問
４
０
０

増
田　
直
紀

真
鍋　
弘
樹

久
米　
忠
史

田
中　
一
彦

湯
浅　
景
元

江
口　
文
陽

毎
日
小
学
生
新
聞

タ
カ
コ　
ナ
カ
ム
ラ

高
橋　
若
奈

西
村　
和
雄

原　
由
紀
子

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

ア
レ
ッ
ク
ス　
ジ
ョ
ン
ソ
ン

佐
藤　
晃
子

三
才
ブ
ッ
ク
ス

生
活
・
社
会
・
趣
味

　
５
月
号
の
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
親
と
子
の

絵
本
講
座
」
の
参
加
者
を
引
き
続

き
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

絵
本
を
通
し
て
、
親
子
が
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

６
月
19
日
と
26
日
の
午
前
10

時
30
分
か
ら
約
30
分
間
で
、
会

　　実施日 　　　　　　講座の内容

6月１９日(火)昔話 昔話の紹介、昔話に込めら
れたメッセージ、選び方

6月２６日(火)読みもの・科学の絵本
「読む」ことにつながる読
みもの、科学絵本の紹介

図書館のＦＡＸ番号
が変わりました
図書館のFAX番号が
　（0269）62－1118　から
　（0269）81－3656　に変更と
　なりました。
なお、電話番号は今までどおりの
　（0269）62－1118　です。

今
こ
の
本
が
人
気
で
す

　
５
月
に
貸
出
回
数
が
多
か
っ
た
本

１
位

　

鼠
、
剣
を
磨
く　
赤
川 

次
郎

　

哀
し
み
の
星　
　

新
堂 

冬
樹

　

真
夏
の
方
程
式　
東
野 

圭
吾

　
マ
イ
ク
ロ
ワ
ー
ル
ド　
上

　
　
　
　
マ
イ
ク
ル　
ク
ラ
イ
ト
ン

２
位

　

降
霊
会
の
夜　
　

浅
田 

次
郎

　

桜
舞
う　
　

 

あ
さ
の 

あ
つ
こ

　
コ
ン
カ
ツ
？　

 　

石
田 

衣
良

　

夜
鳴
き
め
し
屋

　
　
　
　
　
　

  

宇
江
佐 

真
理

　

無
事
、
こ
れ
名
馬

　
　
　
　
　
　

  

宇
江
佐 

真
理

　
悪
魔
の
種
子      

内
田 

康
夫

   

語
り
つ
づ
け
ろ
、
届
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

  

大
沢 

在
昌

   

紙
の
月            

角
田 

光
代

　
（
他
多
数
）

　

予
約
回
数
が
多
か
っ
た
本

１
位

　

舟
を
編
む　
　

  

三
浦 

し
を
ん

２
位

　
わ
が
母
の
記　
　

井
上    

靖

　

鼠
、
剣
を
磨
く　
赤
川 

次
郎

　

 

猫
の
し
っ
ぽ
カ
エ
ル
の
手 

秋
冬
編

　
　
　 　 

ベ
ニ
シ
ア　
ス
タ
ン
リ
ー　
ス
ミ
ス

　

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
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よ
み
も
の

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

小
さ
き
者
へ

池
井
戸　
潤

重
松　
　
清

う
ふ
ふ
な
日
々

ミ
ラ
ク
ル
ガ
ー
ル

語
り
つ
づ
け
ろ
、
届
く
ま
で

恋
都
（
こ
と
）
の
狐
さ
ん

鍵
の
な
い
夢
を
見
る

長
き
雨
の
烙
印

GO
！
GO
！
ア
リ
ゲ
ー
タ
ー
ズ

双
頭
の
バ
ビ
ロ
ン

エ
ス

一
分
間
だ
け

あ
さ
の
あ
つ
こ

大
塚　
弓
子

大
沢　
在
昌

北　
　
夏
輝

辻
村　
深
月

堂
場　
瞬
一

山
本　
幸
久

皆
川　
博
子

鈴
木　
光
司

原
田　
マ
ハ

「
太
田
村
史
」・「
岡
山
村
史
」
寄
贈
の
お
願
い

　

図
書
館
で
は
「
太
田
村
史
」
と

「
岡
山
村
史
」
を
各
一
冊
所
蔵
し

て
い
ま
す
が
、
昭
和
40
年
代
の
所

蔵
の
た
め
、
だ
い
ぶ
古
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
冊
を

求
め
て
い
ま
す
。 

　

寄
贈
が
可
能
な
方
が
お
り
ま
し

た
ら
図
書
館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
太
田
村
史
」

　

出
版
年
：
一
九
五
四
年

　

発
行
者
：
太
田
村
史
刊
行
会

「
岡
山
村
史
」

　

出
版
年
：
一
九
六
一
年

　

発
行
者
：
飯
山
市
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
山
支
館

「
親
と
子
の
絵
本
講
座
」 

　

例
年
10
月
に
開
催
し
て
い
ま
し

た
図
書
館
ま
つ
り
を
、
今
年
は
８

月
11
日
（
土
）
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
号
の

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
が
、
予
定
し
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変
更

追
加
等
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
・
へ
ん
し
ー
ん

　
・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　
・
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー

　
・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　
　
　

紙
芝
居

　
　
　
人
形
劇

　
・
と
っ
か
ん
配
布

　
・
ラ
ム
ネ
販
売

　
・
パ
ン
販
売

　

当
日
、
３
階
の
学
習
室
及
び
多

目
的
室
等
は
、
図
書
館
ま
つ
り
の

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
使
用
す
る

た
め
、
学
生
及
び
一
般
利
用
者
の

利
用
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
を
お
願
い
し
ま
す
。

図書館まつり  8月１１日（土）開催

　

図
書
館
で
は
、
図
書
館
ま
つ
り

に
向
け
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
く
実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
準
備
か
ら

図
書
館
ま
つ
り
を
一
緒
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
。「
図
書
館
で
こ
ん

な
こ
と
や
り
た
い
！
」
と
い
う
ア

イ
デ
ア
や
、
当
日
・
前
日
だ
け
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
募
集
中
で
す
の
で
、　

図
書

館
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

未
就
学
児
（
乳
幼
児
も
含
み

ま
す
）
と
親
を
対
象
に
「
絵
本
と

わ
ら
べ
う
た
の
会
」
を
毎
月
木
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

（写真は、以前の図書館まつりの様子）

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

未
就
学
児
か
ら
小
学
校
低
学

年
を
対
象
に「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

を
毎
月
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日
は

除
き
ま
す
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
は
10
時
30
分
か
ら
30
分

程
度
で
、
場
所
は
３
階
の
読
書
会

室
（
和
室
）
で
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊

び
等
子
ど
も
が
楽
し
め
る
内
容
で

す
。
事
前
の
申
込
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

時
間
は
10
時
30
分
か
ら
30
分

程
度
で
、
場
所
は
２
階
の
絵
本
室

で
す
。

　

わ
ら
べ
う
た
を
通
し
て
、
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
手
遊
び
等
楽
し
め
る
内
容

で
す
。
こ
ち
ら
も
「
お
は
な
し
ひ

ろ
ば
」
同
様
に
、
事
前
の
申
込
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
事
前
の
申
込

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
は
２
階
の
絵
本
室
、
参
加
費
は

無
料
で
す
。

　

電
話
で
も
結
構
で
す
の
で
図
書

館
ま
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

拡
大
版
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

７
月
１
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
３
階
の
多
目
的
室

で
、「
拡
大
版
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
大
き
な
絵
本
や
紙
芝
居
を
行
い

ま
す
の
で
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
事
前
の
申
込
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

参加者募集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
し
て
い
ま
す


